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   Ｂ０３Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｂ０３Ｃ   1/28     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2014.01)
   Ｂ０２Ｃ  17/16     (2006.01)
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   Ｂ０２Ｃ   17/16     　　　Ｚ
   Ｂ０２Ｃ   17/20     　　　　
   Ｂ０２Ｃ   17/24     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月17日(2017.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナノスケールまたはマイクロスケールで１つ以上の材料を混合する方法であって、
（ａ）容器に１つ以上の材料を加えることと、
（ｂ）この容器に、粒径が約５ｎｍ～約５０ｎｍであって、ポリマーシェル中に封入され
た磁気粒子を加えることと、
（ｃ）この磁気粒子に、別の一定磁場によってバイアスされた変動磁場を加え、磁気粒子
を移動させ、この容器内で前記１つ以上の材料をナノスケールまたはマイクロスケールで
混合することと、
（ｄ）望ましい粒径が得られるまで、前記容器内で、前記１つ以上の材料を混合すること
と、
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（ｅ）その後に、再使用するために磁気粒子を集めることとを含む、方法。
【請求項２】
　前記１つ以上の材料が、トナー、インク、ワックス、塗料または感光体材料を製造する
ために用いられる材料を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記磁気粒子は、常磁性、強磁性、フェリ磁性または反強磁性の材料で構成される、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　約５～約８０体積％の磁性粒子を容器に加える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記磁場は、強度が約５００ガウス～約５０，０００ガウスである、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　前記磁場が１つ以上の電磁石を介して加えられる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記磁場が、環状に、上下に、左右に、または三角形の動きで磁気粒子を動かすように
加えられる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つ以上の電磁石は、均一な角距離を有する環状のパターンになるように置かれて
いる、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記変動磁場は、永久磁石を動かすことによって加えられる、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ナノスケールまたはマイクロスケールで１つ以上の材料を混合する方法であって、
（ａ）粒径が約５ｎｍ～約５０ｎｍであって、ポリマーシェル中に封入された磁気粒子を
あらかじめ入れることと、
（ｂ）この容器に１つ以上の材料を加えることと、
（ｃ）この磁気粒子に、前記容器の外側の磁場源から、別の一定磁場によってバイアスさ
れた変動磁場を加え、磁気粒子を移動させ、この容器内で前記１つ以上の材料をナノスケ
ールまたはマイクロスケールで混合することと、
（ｄ）望ましい粒径が得られるまで、前記容器中で、前記１つ以上の材料を混合すること
と、
（ｅ）その後に、再使用するために磁気粒子を集めることとを含む、方法。
【請求項１１】
　前記磁気粒子は、常磁性、強磁性、フェリ磁性または反強磁性の材料で構成される、請
求項１０に記載の方法。　
【請求項１２】
　前記磁場は、強度が約５００ガウス～約５０，０００ガウスである、請求項１に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記磁場が、環状に、上下に、左右に、または三角形の動きで磁気粒子を動かすように
加えられる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記変動磁場は、永久磁石を動かすことによって加えられる、請求項１０に記載の方法
。
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